
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：©MASUDA TOMOYUKI ©Wikipedia commons 

 

＝受託販売＝ 東京都知事登録旅行業第３－５７１０号         総合旅行業務取扱管理者 小林 均 

（株）グローバル研修企画 www.hgkk.co.jp           

〒107-0051 東京都港区元赤坂 1-1-8 コミュニティビル 9階   

03-6447-4010  FAX03-6804-5815 月～金（9時半～17時）土日祝日は休業 

                    担当：鹿野眞澄 /   e-mail: info@hgkk.co.jp 

◆◆◆お問い合わせ・お申し込みは◆◆

◆ 

 

＜募 集 要 項＞ 

《旅券／査証について》 
●日本国籍の方は、出国時３カ月以上必要、旅券の未使用査証欄が 2 ペ

ージ以上必要です。 
●日本国籍以外の方は、自国の領事館、渡航先国の領事館、入国管理事
務所にお問合せ下さい。 

《海外危険情報について》 
2024 8/20 現在、詳細は、下記の外務省｢海外安全ホームページ｣
http://www.pubanzen.mofa.go.jpにてご確認下さい。 

《保健衛生について》 
●渡航先の衛生状態については、厚生労働省「検疫感染症情報 
ホームページhttp://www.forth.go.jp/」にてご確認下さい。 

《重要・個人情報の取扱いについて》 

●当社では旅行申込みの際に提出された申込書に記載された個人情報について、お

客様との間の連絡のために利用させていただくほか、必要に応じてお客様が指名し

た国内連絡先の方との連絡のために利用させていただきます。また、お客様がお申

込みいただいた旅行において運送・宿泊機関等の提供するサービスの受領のため

の手続に必要な範囲内で利用させていただきます。このほか、（１）当社及び当社と

提携する企業の旅行を主とする商品やサービス、キャンペーンのご案内 （２）旅行

参加後のご意見やご感想、アンケートのご提供のお願い （３）特典サービスの提供 

（４）統計資料の作成 に、お客様の個人情報を利用させて頂くことがあります。 

旅行企画・実施：ﾃｸﾆｶﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社  
観光庁長官登録旅行業第１１３９号 ＪＡＴＡ正会員 〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-1-20 

 

【ご参加条件（要約）】 
[１] 募集型企画旅行契約  この旅行はテクニカルコミュニケーションズインテリジェントジャパン（株）（以下「当社」という）が企画・実施する旅行であり、この旅行に参加されるお客

様は、当社と募集型企画旅行契約（以下「旅行契約」という）を締結することになります。また旅行条件は下記によるほか、別途お渡しする旅行条件書（全文）、出発前にお渡し

する最終旅行日程表と称する確定書面及び当社旅行業約款募集型企画旅行契約の部によります。 

[２] 旅行のお申し込み及び契約成立時期   当企画旅行は株式会社グローバル研修企画が当社との契約に基づき、受託営業所として旅行販売を担当します。お申込みは株式

会社グローバル研修企画所定の申込書に所定の事項を記入し、申込金（￥１００，０００）を添えてお申込み下さい。申込金は、旅行代金のお支払いの際、差し引きます。電話、

郵便、ファクシミリ、Ｅメールでお申込みの場合、当社らが予約の承諾の旨を通知した翌日から起算して３日以内に申込書の提出と申込金の支払いをしていただきます。旅行契

約は当社らが契約の締結を承諾し、申込金を受領したときに成立します。 

[３] 旅行代金のお支払い  旅行代金は旅行開始日の前日から起算してさかのぼって２１日目にあたる日より前に（お申込みが間際の場合は、当社らが指定する期日までに）お支

払い下さい。 

[４] 最少催行人員：１２名様  定員：２０名様 [５] 申し込み締切日 ２０２４年１０月３０日（水） 航空機が常時混んでおりますので、お早めにお申込み下さい。 

[６] 【旅行代金に含まれるもの】 

旅行日程に明示した ①航空、船舶、送迎バス等利用運送機関の運賃。※特に明示がない限り航空はエコノミークラス、船舶・鉄道は普通席を利用します。 ②観光の料金（バス

料金・ガイド料金・入場料） ③宿泊の料金及び税・サービス料金（２人部屋に２人あるいは３人ずつの宿泊を基準とします） ④食事の料金及び税・サービス料金 ⑤団体行動中

の当社規定のチップ  

[７] 【旅行代金に含まれないもの】 

上記の他は旅行代金に含まれません。その一部を例示いたします。 ①超過手荷物料金 ②有料の機内食や飲み物代金等 ③クリーニング代、電報電話料、ホテルのボーイ・メイド

等に対するチップ、追加飲食代等その他の個人的性質の諸費用及びそれに伴う税・サービス料 ④傷害疾病に関する医療費等 ⑤海外旅行保険料（任意保険） ⑥渡航手続関

係諸費用 ⑦お一人部屋や航空機の等級を選択⑧燃油サーチャージ、国内の各空港、羽田空港施設使用料、旅行日程中の海外空港諸税、国際観光旅客税 

◆便利なイヤフォン・サービス付／見学には専用イヤフォンを利用しますので、写真を撮りながらでもＯＫ。 

[８] 取消料契約締結後、お客様の都合により参加を取り消される場合、次の取消料をお支払いいただきます。 

旅行契約の解除期間 取消料 

旅行開始日の前日より起算してさかのぼって３０日目に当たる日以降３日目にあたる日まで 
旅行代金の２０％ 

旅行開始日の前々日～当日 旅行代金の５０％ 

旅行開始後の解除および無連絡不参加 旅行代金の１００％ 

 

◆ 旅行期間：２０２５年３月１１日（火）～３月２１日（金）１１日間 

◆ 旅行代金：７８８,０００円（２名１部屋利用の場合）   一人部屋追加料金７５，０００円 

◆ 燃油サーチャージ、成田施設利用料・保安税及び海外空港税・国際観光旅客税計 85,760円は旅行代金に 

含まれません。（8/20 現在） 

◆ 食事：朝食９回 昼食８回 夕食８回付   

◆ 添乗員は成田空港より同行します。  

◆ 定員：２０名（満員になり次第締め切ります） 最少催行人員１２名様    

◆ 利用予定航空会社：トルコ航空 ビジネスクラスをご希望の方は、お早めに問い合わせください。 

  

  



上左：セルビア・ストゥデニツァ修道院「王の聖堂」上右：コソヴォ・デチャニ修道院、下左：コソヴォ・グラチャニツァ修道院、下右：セルビア・ミラシェヴァ修道院/墓を訪れる聖女たち 

2025年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビザンティン紀行 
セルビア・北マケドニア・コソヴォ 

早稲田大学教授 益田朋幸氏同行 

2025年 3月 11日(火)～3月 21日(金)11日間 

旅行企画・実施:テクニカルコミュニケーションズインテリジェントジャパン株式会社 

 受託販売：(株)グ ロ ー バ ル 研 修 企 画 

 



同行講師；早稲田大学教授 益田 朋幸氏 
(マスダ トモユキ)  

早稲田大学大学院修了。女子美術大 

学を経て、現職。ギリシア政府給費留学 

生として博士号取得。専攻はビザンティン 

美術史、キリスト教図像学。著書に『世 

界歴史の旅 ビザンティン』山川出版社、 

『西洋美術用語辞典』岩波書店(共著)、 

『ビザンティンの聖堂美術』中央公論新 

社、『ビザンティン聖堂装飾プログラム 

論』中央公論美術出版など。 

バルカン半島のビザンティン壁画を巡る旅です。セルビア国内は聖堂・修道院が散在し、短期間 

に回るのが難しいのですが、無理を言ってコースを組んでもらいました。 

コソヴォと北マケドニアも入ることによって、12世紀（ネレヅィ）から14世紀後半（デチャニ） 

に至る、ビザンティン美術の名作を一度に回ります。この期間にこれだけのフレスコ画を見るこ 

とができるツアーは、ちょっと考えられません。バスの移動が長くなりますが、移動中英気を養 

っていただき、フレスコの圧倒的な世界をご堪能ください。 

（曜日や教会祭日を含めて事前の計画は十分にしますが、予期せぬ事態が起きた際には、臨機応変 

に対処することをお許しください。）                    （益田朋幸記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<主な見どころ> 

① 13世紀ビザンティンの名作は、他の場所では見ら

れない（ソポチャニ、ミレシェヴァ、ストゥデニツァ） 

② 画家ミハイルとエウティキオスの名作を続けて見る 

（スタロ・ナゴリチャネ、バニャニ、グラチャニツァ） 

③ コソヴォのビザンティン美術を網羅する 

（ペチ、デチャニ、リェヴィシ、グラチャニツァ） 
  

↑ペチ総司教座 コソヴォ 

 

↑ネレヅィ 聖パンテレモン修道院 ピエタ 

↑デチャニ修道院 聖パウロの回心 

 

↑リェヴィシの聖母教会 コソヴォ 

←スタロ・ナゴリチャネ 聖ゲルギオウス聖堂 北マケドニア 

宿泊ホテル （現地事情により同等クラスに変更になる場合があります。） 

ベオグラード／ ホテル ベオグラードシティ（モダンな 4 つ星の高層ホテル） 

ズラティボル／ モナ プラザ ズラティボル（リゾート地の中心地の設備が整った 4 つ星ホテル） 

ノヴィ・パザール／ ホテル パシャ（モダンで設備が整った快適な 4 つ星ホテル） 

ニシュ／ タミ レジデンス（ニシュの歴史地区にも近い、広々したお部屋が自慢の 4つ星ホテル） 

スコピエ／ ベストウエスタンホテル（町の中心マケドニア広場に近い、快適な 4 つ星ホテル） 

プリズレン／ セントルムホテル（リェヴィシ聖母教会へ歩いてすぐの設備の整った 4 つ星テル） 

プリシュティナ／エメラルドホテル（市の郊外、あらゆる設備が整った 5 つ星ホテル） 



※昨今、外国人の日本旅行の増加に伴い、常時、航空機が混んでおりますので、なるべく早めにお申し込みください。1 か月前ま

で、キャンセル料がかかりませんので、航空座席の確保のためにお願いします。特にビジネスクラスは席数も少ないのでお早めに。 

①  
3/11 
（火） 

成田（10：15予定）✈イスタンブール✈（19：20予定）ベオグラード 

午前：成田よりトルコ航空にてイスタンブール乗り継ぎ、セルビアの首都ベオグラードへ。 

夜： 到着後、バスにてホテルへ。                                 ＜ベオグラード泊＞ 機・機 

 
② 
 

3/12 
（水） 

ベオグラード⇒（176km）⇒クラリュヴォ⇒（65km）アリリェ⇒（60km）ズラティボル 

終日：バスにてクラリュヴォへ。中世セルビア王国の王が戴冠を行ったジチャ修道院を訪れます。その後、アリリェへ

向かい、聖アヒリオス聖堂を見学。横幅が狭く、ドームの位置が高い、細長い形状が印象的で、内部は今で 

も多くのフレスコ画が残されています。引き続き、ズラティボルへ。 

                            ＜ズラティボル泊＞朝・昼・夕 

 
③ 
 

3/13 
（木） 

ズラティボル⇒（73ｋｍ）⇒ウヴァツ渓谷⇒（119ｋｍ）ノヴィ・パザール 

終日：ズラティボルよりバスにてウヴァツ渓谷に佇むミレシェヴァ修道院へ。外観がロマネスク様式で、内部構造がビ

ザンティン様式（平面図がギリシア十字）である融合建築ラシュカ様式で、聖堂内には13世紀の貴重なフレス

コ画が残されており、白い天使が有名。そして宝物館も見学。昼食の後、一路、ノヴィ・パザールへ。     

夕刻、到着。                                      ＜ノヴィ・パザール泊＞朝・昼・夕             

④ 
3/14 
（金） 

ソポチャニ修道院とジュルジェヴィ・ストゥポヴィ修道院 

午前：ノヴィ・パザール郊外にあるソポチャニ修道院へ。『生神女の就寝』を始め、中世セルビア美術でも最も美しい 

フレスコ画が残っています。 

午後：ジュルジェヴィ・ストゥポヴィ修道院へ。聖ゲオルギオスに捧げられ「聖ゲオルギオスの塔」と呼ばれ、2つの鐘

楼と高い塔、柱と、独特の建築様式で知られます。              ＜ノヴィ・パザール泊＞朝・昼・夕 

 
⑤ 
 

3/15 
（土） 

中世セルビア正教会を代表するストゥデニツァ修道院⇒（206ｋｍ）ニシュ 

午前：セルビア正教会の修道院としては最大級で、世界遺産のストゥデニツァ修道院へ。修道院は中世セルビア王 

国の建国者であるステファン・ネマニャが設立し、城壁で囲まれ、聖母聖堂と「王の聖堂」の二つの付属聖堂 

を擁し、13世紀から14世紀にかけてのビザンティン美術の精華と見なしうる美しいフレスコ画群がよく残って 

います。  

午後：昼食後、一路、ニシュ                                       ＜ニシュ泊＞朝・昼・夕 

 
⑥ 
 

3/16 
（日） 

ニシュ⇒（179ｋｍ）スタロ・ナゴリチャネ⇒（52ｋｍ）バニャニ⇒（5ｋｍ）クチェヴィシュテ（20ｋｍ）スコピエ 

午前：ニシュより一路、北マケドニアの小村スタロ・ナゴリチャネへ。マケドニア正教会で、14世紀に再建された聖ゲ 

オルギオス聖堂を見学。建築的にもフレスコ画も見所の多い教会。その後、クマノヴォへ。 

午後：昼食後、更にバニャニにて聖ニキタ聖堂、クチェヴィシュテの救世主聖堂を訪れた後、スコピエへ。  

＜スコピエ泊＞朝・昼・夕 

 
⑦ 
 

3/17 
（月） 

スコピエ⇒（15ｋｍ）ネレヅィ⇒（15ｋｍ）スコピエ⇒（150ｋｍ）プリズレン 

終日：スコピエ郊外のネレヅィにて聖パンテレイモン聖堂と訪ねます。スコピエの山麓に建ち、「聖母の嘆き」のフレ 

スコ画で知られ、感情表現のある新たな動きを象徴するフレスコ画です。 

スコピエに戻り昼食の後、国境を越え、一路コソヴォのプリズレンへ。       ＜プリズレン泊＞朝・昼・夕 

⑧ 
3/18
（火） 

プリズレン⇒（100ｋｍ）ペチ総主教座⇒（17ｋｍ）デチャニ修道院⇒（91ｋｍ）プリズレン 

終日：コソヴォの4つの世界遺産の修道院を見学します。まず、ペチへ。セルビア大主教の主教座でドーム型の教会

が残ります。ペチ総主教座にはフレスコ画やイコンがよく残り、特に「聖母の眠りのイコン」が有名。 

その後、デチャニ修道院へ。バルカン半島でも最大級で、セルビア王の墓所で、末期ビザンティン・ロマネス 

ク建築の代表的な建物。ビザンティン様式のドーム、初期ゴシック様式の窓、ロマネスク様式の柱など融合 

が見られ、内部には 1000体を超える聖人のフレスコ画が描かれ、圧巻です。その後、プリズレンに戻りま 

す。                                               ＜ブリズレン泊＞朝・昼・夕 

⑨ 
3/19 
（水） 

プリズレン⇒（130ｋｍ）グラチャニツァ⇒（10ｋｍ）プリシュティナ 

午前：プリズレン市内のリェヴィシの聖母聖堂を訪問。後期ビザンティン建築で、一時モスクに転用されたためフレ 

スコ画の保存状態がよく、ビザンティンとロマネスクが融合し、ルネサンスの影響を受け、人間的な人物描写 

でコソヴォの芸術の水準の高さが伺えます。その後、グラチャニツァへ移動。 

午後：グラチャニツァ修道院を訪れ、14世紀初頭に創建され、後期ビザンティン建築の最高傑作のひとつです。か 

まぼこ型のユニークな屋根と内部のフレスコ画も必見です。その後、プリシュティナへ。 

                                                           ＜ブリシュティナ泊＞朝・昼・夕 

⑩ 
3/20 
（木） 

ブリシュティナ（08：55予定）✈イスタンブール 

午前：トルコ航空にて、イスタンブール乗り継ぎ帰国の途へ。 

                                                    ＜機内泊＞朝・×・機 

⑪ 
3/21 
（金） 

✈（08：45予定）成田 

午前：成田到着後、解散。 

                                                                          機 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E7%A5%9E%E5%A5%B3%E5%B0%B1%E5%AF%9D%E7%A5%AD

